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大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史 

 
 

高
橋
源
一
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教
材
の
ね
ら
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１ 

選
定
の
理
由 

 

こ
こ
ま
で
に
、
古
文
、
漢
文
、
近
現
代
文
、
そ
し
て
詩
歌
の
学
習
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
本
教
材
で
は
、
最
後
に
学
習
の
道
の
り
を
振
り
返
り
、
現
在

に
お
い
て
過
去
の
作
品
を
読
む
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
た
い
。 

筆
者
は
、
文
学
史
に
つ
い
て
独
自
な
考
え
方
を
し
て
い
る
。
過
去
の
作
品

を
、
現
在
の
自
分
か
ら
遠
く
離
れ
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
同
時
代
に
起

き
つ
つ
あ
る
、
自
分
に
と
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
出
来
事
と
同
様
に
見
て

い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
定
ま
っ
た
作
品
に
つ
い
て
の
評
価
を
知
り
、
そ
れ

ら
を
時
期
に
従
い
、
流
れ
と
し
て
理
解
す
る
よ
う
な
文
学
史
の
学
習
が
、
日

本
の
来
歴
を
知
る
重
要
な
学
習
の
一
角
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
自
身
で
読
み
、
評
価
を
考
え
直
す
過
程
こ
そ
、
論

理
的
な
理
解
、
創
造
的
な
読
解
、
他
の
作
品
や
時
代
状
況
も
ふ
ま
え
た
批
評

な
ど
が
要
求
さ
れ
る
、
主
体
的
か
つ
総
合
的
な
学
習
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
伝

統
を
現
代
に
生
か
す
こ
と
に
も
な
る
。 

本
教
材
は
、
そ
う
し
た
考
え
方
を
自
分
で
発
見
し
た
際
の
楽
し
さ
を
、
か

つ
て
の
体
験
に
即
し
た
わ
か
り
や
す
い
語
り
口
で
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

論
理
的
に
読
み
込
め
る
教
材
で
あ
る
が
、
同
程
度
に
、
こ
の
楽
し
さ
に
寄
り

添
い
た
い
。 
 

２ 

指
導
の
ね
ら
い 

本
教
材
で
は
、
筆
者
が
若
き
日
に
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

文
学
史
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
理
解
と
は
異
な
る
考
え
に
至
っ
た
感
動
が
、

生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
代
の
生
徒
に
と
っ
て
は
、
ビ
ー

ト
ル
ズ
が
す
で
に
歴
史
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
論
の
展
開
を
辿
り
、

筆
者
の
感
動
の
質
を
論
理
的
に
理
解
す
る
、
ま
た
は
自
分
の
体
験
な
ど
を
思

い
合
わ
せ
て
体
感
的
に
理
解
す
る
な
ど
、
複
数
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
筆

者
が
感
じ
て
い
る
面
白
さ
を
理
解
し
た
い
。
そ
の
う
え
で
、「
言
語
文
化
」
の

学
習
全
体
を
振
り
返
り
、
自
分
な
り
に
意
義
付
け
た
い
。 

（１）
文
章
に
即
し
て
、
筆
者
の
「
過
去
」
や
「
歴
史
」
に
関
す
る
考
え
方
の
独

自
性
を
整
理
す
る
。 

（２）
教
材
に
書
か
れ
て
い
る
筆
者
の
体
験
が
、
ど
の
よ
う
な
点
で
本
人
に
と
っ

て
重
要
で
あ
っ
た
の
か
を
理
解
す
る
。
各
自
の
体
験
の
中
で
、
類
似
の
体

験
が
あ
る
か
を
考
え
て
み
る
の
も
よ
い
。 

（３）
筆
者
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
古
典
や
漢
文
、
近
現
代
の
作
品
を
読
む
上
で
、

ど
の
よ
う
な
点
が
有
意
義
か
考
え
る
。 

（４）
本
教
科
書
の
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
総
合
し
、
古
典
か
ら
現
代
ま
で
の
作
品

を
見
渡
し
て
、
自
分
な
り
の
文
学
史
を
作
る
。
そ
れ
を
通
し
て
、
「
言
語

と
文
化
」
全
体
の
達
成
を
振
り
返
る
。 
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３ 

評
価
規
準 

（１）
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
。
〔
知
・
技
〕
(1) 

ア 

（２）
常
用
漢
字
の
読
み
に
慣
れ
、
主
な
常
用
漢
字
を
書
き
、
文
や
文
章
の
中

で
使
用
し
て
い
る
。
〔
知
・
技
〕
(1) 

イ 

（３）
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら
の
文
化

的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い

る
。
〔
知
・
技
〕
(1) 
ウ 

（４）
文
章
の
意
味
は
、
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

〔
知
・
技
〕
(1) 

エ 

（５）
我
が
国
の
言
語
文
化
の
特
質
や
我
が
国
の
文
化
と
外
国
の
文
化
と
の
関

係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。
〔
知
・
技
〕
(2) 

ア 

（６）
時
間
の
経
過
や
地
域
の
文
化
的
特
徴
な
ど
に
よ
る
言
葉
の
変
化
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
古
典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
る
。
〔
知
・
技
〕
(2) 

エ 

（７）
我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
に
つ
な
が
る
読
書
の
意
義
と
効
用
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。
〔
知
・
技
〕
(2) 

カ 

（８）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構

成
、
展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
。
〔
思
・

判
・
表
〕
Ｂ
(1)
ア 

（９）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
や
文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見

方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解
釈
し
て
い
る
。
〔
思
・
判
・

表
〕
Ｂ
(1)
イ 

（１０）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
、
表
現

の
特
色
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
。
〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
(1)
ウ 

（１１）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
や
文
章
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品

な
ど
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
て
い
る
。
〔
思
・
判
・

表
〕
Ｂ
(1)
エ 

（１２）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
の
内
容
や
解
釈
を
踏
ま
え
、
自
分
の
も

の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
深
め
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
つ
い
て

自
分
の
考
え
を
も
っ
て
い
る
。
〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
(1)
オ 

（１３）
進
ん
で
筆
者
の
「
歴
史
」
や
「
文
学
史
」
に
対
す
る
考
え
方
を
整
理
し
、

「
自
分
の
文
学
史
」
を
作
る
こ
と
を
通
し
て
、
今
ま
で
の
学
習
を
生
か
し

て
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
も
の
の
見
方
、
感

じ
方
、
考
え
方
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
〔
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
〕 
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指
導
計
画
案 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展開 導入 
展
開 

１ 

    

２ １ 
指
導
上
の
重
点
目
標 

「
過
去
」
や
「
歴

史
」
に
関
す
る
筆

者
の
考
え
方
と
そ

の
推
移
に
つ
い
て

整
理
さ
せ
る
。 

筆
者
が
実
体
験
を

通

じ

て

抱

い

た

「
過
去
」
や
「
歴

史
」
に
関
す
る
考

え
方
を
、
生
徒
自

身
の
体
験
と
照
ら

し

合

わ

せ

な

が

ら
、
類
似
の
体
験

が
な
い
か
考
え
さ

せ
る
。 

 

題
名
の
「
文
学
史
」

を
意
識
し
な
が
ら

通
読
さ
せ
る
。 

  

① 

 

 

  

① 

 

① ① 

  

② 

学
習
活
動 

〈
第
三
段
〉（
三
〇
四
・
２
～
三
〇

五
・
９
） 

「
わ
た
し
」
が
従
来
の
「
文
学
史
」

に
感
じ
た
違
和
感
に
つ
い
て
整
理

し
、
理
解
す
る
。
思
判
表 

〈
第
二
段
〉（
三
〇
一
・
３
～
三
〇

四
・
１
） 

「
学
校
で
受
け
た
歴
史
教
育
」
を

通
じ
て
形
成
さ
れ
た
「
わ
た
し
」

の
「
歴
史
」
観
に
つ
い
て
整
理
し
、

理
解
す
る
。
思
判
表 

〈
第
一
段
〉（
初
め
～
三
〇
一
・
２
） 

「
わ
た
し
」
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
体
験

に
つ
い
て
整
理
し
、「
生
ま
れ
て
初

め
て
『
歴
史
』
に
触
れ
た
」
と
「
わ

た
し
」
が
感
じ
た
原
因
に
つ
い
て

理
解
す
る
。
思
判
表 

   

題
名
と
内
容
の
つ
な
が
り
を
確
認

し
な
が
ら
読
み
通
す
。
知
技
・
思

判
表 

話
の
展
開
を
つ
か
み
、
意
味
段
落

ご
と
に
本
文
の
読
解
を
す
る
。
思

判
表 

   

  

① 

  

① 

 

① ① 

  

② 

指
導
上
の
留
意
点 

  
第
一
段
、
第
二
段
の
内
容
を
受
け
て
、
こ
こ
で
筆
者
が
「
文
学
史
」
を
ど
の
よ
う
に
見
て
、

自
分
の
「
文
学
史
」
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
に
い
た
っ
た
か
を
理
解
さ
せ
る
。 

（
１
）
一
般
的
な
「
文
学
史
」
に
お
け
る
「
過
去
」
の
小
説
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
、
教
科

書
や
資
料
集
を
用
い
て
生
徒
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。 

（
２
）「
『
過
去
』
な
ん
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
、「
あ
ま
り
変
わ
っ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
」
と
い
う
筆
者
の
言
葉
か
ら
、
従
来
的
な
「
歴
史
」
認
識
と
の
相
違
を
整
理
さ
せ
る
。 

  

「
学
校
の
歴
史
教
育
」
の
特
徴
に
つ
い
て
、
本
文
中
の
複
数
の
例
示
を
も
と
に
理
解
さ
せ
る
。 

（
１
）「
過
去
」
＝
偉
大
な
も
の
（
父
親
・
母
親
・
祖
父
・
祖
母
・
赤
ち
ゃ
ん
）
、「
現
在
」
＝

つ
ま
ら
な
い
も
の
（
自
分
） 

（
２
）
「
歴
史
」
＝
時
間
の
不
可
逆
性
（
「
過
去
」
は
戻
っ
て
こ
な
い
、
触
れ
ら
れ
な
い
） 

現
在
自
分
が
受
け
て
い
る
「
歴
史
教
育
」
に
つ
い
て
生
徒
に
考
え
さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
る
の
か
を
筆
者
の
見
解
と
比
較
し
な
が
ら
話
し
合
わ
せ
る
。 

 

生
徒
自
身
の
「
歴
史
」
に
触
れ
た
経
験
を
思
い
浮
か
べ
さ
せ
な
が
ら
、
な
ぜ
「
わ
た
し
」
が

「
生
ま
れ
て
初
め
て
『
歴
史
』
と
い
う
も
の
に
触
れ
た
」
と
感
じ
た
の
か
を
理
解
さ
せ
る
。 

（
１
）
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
名
曲
を
聴
き
、
「
こ
ん
な
偉
大
な
人
た
ち
と
同
じ
時
代
に
生
き
て
い

て
よ
か
っ
た
！
」
と
感
じ
て
い
る
。 

（
２
）「
学
校
で
受
け
た
歴
史
教
育
」
に
お
け
る
「
歴
史
」
と
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
新
曲
を
通
じ

て
実
感
し
た
「
歴
史
」
と
の
ず
れ
に
注
目
さ
せ
、
そ
の
相
違
点
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。 

生
徒
に
本
文
を
黙
読
さ
せ
な
が
ら
、
題
名
の
「
文
学
史
」
に
関
す
る
筆
者
の
考
え
方
の
独
自

性
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
「
文
学
史
」
の
と
ら
え
方
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
。
同
時
に
、
な
ぜ
「
大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
」
の
か
を
考
え
さ
せ
る
。 

「
構
成
」
を
参
考
に
し
て
整
理
す
る
。
第
三
段
落
で
「
『
過
去
』
の
小
説
」
を
「
よ
く
知
っ
て

い
る
友
達
の
よ
う
な
気
が
し
た
」
と
筆
者
が
認
識
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
前
後
の
段
落

の
内
容
と
結
び
付
け
な
が
ら
理
解
さ
せ
る
。 
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まとめと発展 展開 
時
限 

１ 

  

指
導
上
の
重
点
目
標 

こ
れ
ま
で
の
学
習

内

容

を

踏

ま

え

て
、
古
典
か
ら
現

代
ま
で
の
作
品
に

関
す
る
「
自
分
の

『
文
学
史
』
」
を
作

ら
せ
る
。 

 

① 

  

② 

  

① 

学
習
活
動 

評
論
全
体
を
読
み
直
し
、
筆
者

の
「
歴
史
」
観
、
「
文
学
史
」
観

を
ま
と
め
る
。
思
判
表 

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
総
合
し
、

古
典
か
ら
現
代
ま
で
の
作
品
を

見
渡
し
て
自
分
な
り
の
文
学
史

を
作
る
。
主
態
・
知
技 

〈
第
四
段
〉（
三
〇
五
・
10
～
終

わ
り
） 

「
歴
史
」
と
は
何
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
。
思
判
表 

① 

  

② 

   

① 

指
導
上
の
留
意
点 

筆
者
の
考
え
方
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
古
典
や
漢
文
、
近
現
代
の
文
学
作
品
を
読
ん
だ
際
に
、

ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
か
を
考
え
さ
せ
る
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
自
分
で
読
み
、
評
価
を
考
え
直
す
過
程
に
は
論
理
的
な
思
考
力
や
創
造

的
な
読
解
力
、
各
時
代
を
見
渡
し
た
批
評
性
が
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
自
分
の
『
文

学
史
』
を
作
る
」
作
業
こ
そ
主
体
的
か
つ
総
合
的
な
学
習
と
な
り
得
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
た

い
。 

  

「
『
歴
史
』
と
い
う
も
の
は
、
鑑
賞
す
る
た
め
に
壁
に
掛
け
ら
れ
た
絵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と

い
う
一
文
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
生
徒
自
身
の
「
歴
史
」
の
と
ら
え
方
を
見
つ
め
直
さ
せ
る
。
そ

の
際
、
次
の
考
え
方
を
順
に
確
認
さ
せ
る
。 

（
１
）
「
歴
史
」
と
は
「
過
去
」
の
〈
事
実
〉
の
集
積
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。 

（
２
）
「
歴
史
」
と
は
、
そ
れ
を
作
る
「
現
在
」
を
基
点
に
作
り
出
さ
れ
る
枠
組
み
と
い
う
一

面
を
有
し
て
い
る
こ
と
。 

（
３
）「
現
在
」
に
は
個
々
の
生
徒
自
身
も
含
ま
れ
、「
歴
史
」
の
形
成
に
参
加
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
。 
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作
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
高
橋
源
一
郎 

 

昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
一
月
一
日
～
。
小
説
家
。
広
島
県
尾
道
市

に
生
ま
れ
る
。
小
説
家
。
明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
。
麻
布
中
学
校
に
進
学

す
る
も
父
親
の
失
踪
に
と
も
な
い
灘
中
学
校
に
転
入
。
灘
高
校
を
経
て
横
浜

国
立
大
学
経
済
学
部
へ
入
学
（
後
に
除
籍
）
。
し
か
し
、
当
時
は
大
学
紛
争
中

の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
授
業
は
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
ず
、
高
橋
自
身
も
活

動
家
と
し
て
街
頭
デ
モ
に
参
加
し
、
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
に
逮
捕
。

翌
年
八
月
ま
で
拘
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
約
十
年
間
、
土
木
工
事

の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
。
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）

年
の
「
さ
よ
う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
」
で
作
家
と
し
て
注
目
を
集
め
、
こ

れ
以
降
小
説
や
評
論
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
彩
な
文
学
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
日
本
の
近
代
文
学
を
現
代
の
大
衆
文
化
と
融
合
さ
せ
る
な
ど
、
パ
ロ

デ
ィ
を
駆
使
し
た
前
衛
的
な
作
風
は
独
特
。
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
に

明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
教
授
に
着
任
（
平
成
三
十
一
年
定
年
退
職
）。
競
馬

評
論
家
、
ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
な
ど
多
く
の
顔
を
持
つ
。 

文
学
活
動 

昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
十
一
月
に
学
生
運
動
に
か
か
わ
っ
た
高
橋

は
凶
器
準
備
集
合
罪
等
で
逮
捕
さ
れ
、
翌
八
月
ま
で
東
京
拘
置
所
に
収
監
さ

れ
た
。
収
監
中
に
一
種
の
失
語
症
と
な
っ
た
高
橋
は
、
そ
の
後
の
約
十
年
の

体
験
を
も
と
に
「
さ
よ
う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
」
を
執
筆
し
、
昭
和
五
十

六
（
一
九
八
一
）
年
に
群
像
新
人
長
編
小
説
賞
優
秀
作
を
受
賞
。
当
時
同
作

は
そ
の
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
さ
の
た
め
に
評
価
が
大
き
く
分
か
れ
た
。
文
芸

評
論
家
の
吉
本
隆
明
は「
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
ポ
ッ
プ
文
学
の
最
高
の
作
品
」

と
い
う
言
葉
を
送
っ
た
。
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
「
虹
の
彼
方
に
（
オ

ー
ヴ
ァ
ー
・
ザ
・
レ
イ
ン
ボ
ウ
）
」（
中
央
公
論
社
）、
六
十
（
一
九
八
五
）
年

「
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
対
火
星
人
」（
角
川
書
店
）
を
刊
行
。
こ
れ
ら
は
「
さ
よ

う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
」
と
あ
わ
せ
て
初
期
三
部
作
と
呼
ば
れ
る
。
平
成

元
（
一
九
八
九
）
年
「
文
学
が
こ
ん
な
に
わ
か
っ
て
い
い
か
し
ら
」（
福
武
書

店
）
、
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
「
日
本
文
学
盛
衰
史
」（
講
談
社
）
、
十
四
（
二

〇
〇
二
）
年
「
官
能
小
説
家
」（
朝
日
新
聞
社
）
、
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
「
ミ

ヤ
ザ
ワ
ケ
ン
ジ
・
グ
レ
ー
テ
ス
ト
ヒ
ッ
ツ
」
（
集
英
社
）
、
一
九
年
「
ニ
ッ
ポ

ン
の
小
説―

百
年
の
孤
独
」（
文
芸
春
秋
）、
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
「
大

人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史
」（
岩
波
書
店
）
な
ど
、
日
本
の
近
代
文
学

を
半
ば
固
定
化
さ
れ
た
従
来
的
な
評
価
か
ら
引
き
離
し
、
現
在
と
接
続
し
て

自
由
な
発
想
で
と
ら
え
な
お
し
た
小
説
・
評
論
・
文
学
史
を
数
多
く
発
表
し

て
い
る
。
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
で
「
高

橋
源
一
郎
の
飛
ぶ
教
室
」
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
つ
と
め
て
い
る
。 

作
者
を
解
く
カ
ギ 

 

言
葉
と
は
何
か
？ 

自
明
の
よ
う
で
け
っ
し
て
そ
う
で
は
な
い
こ
の
命
題

を
、
高
橋
源
一
郎
の
小
説
は
追
及
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
根
源
は
、
彼
が
八

か
月
の
拘
置
生
活
の
な
か
で
一
種
の
失
語
症
と
な
っ
た
経
験
が
大
き
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
体
験
を
加
藤
典
洋
は
こ
う
説
明
し
て
い
る
。 

 

と
に
か
く
、
言
葉
が
話
せ
な
く
な
り
、
書
け
な
く
な
り
、
そ
う
な
っ
て
、

そ
れ
ま
で
自
分
に
空
気
の
よ
う
だ
っ
た
言
葉
が
、
何
だ
っ
た
の
か
、彼
に
、

は
じ
め
て
わ
か
る
、
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
。
も
ち
ろ
ん
言
葉
は
自
分
と

世
界
を
つ
な
い
で
い
る
。
こ
れ
が
使
え
な
く
な
っ
た
ら
、
ピ
ン
チ
だ
。
そ

れ
は
ち
ょ
う
ど
、
自
分
と
池
の
間
の
氷
が
、
溶
け
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
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で
、
そ
う
な
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
？―

―

誰
も
、
ス
ケ
ー
ト
を
滑
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。（「
解
説 

そ
れ
っ
て
、
ど
う
い
う
意
味
な
ん

だ
い
？―

―

こ
の
小
説
の
言
葉
、
そ
れ
か
ら
こ
の
小
説
が
そ
れ
で
も
や
は

り
小
説
で
あ
る
こ
と
」「
さ
よ
う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
」
講
談
社
文
芸
文

庫 

平
成
九
） 

 

こ
う
し
た
問
題
意
識
は
、
た
と
え
ば
「
さ
よ
う
な
ら
、
ギ
ャ
ン
グ
た
ち
」

に
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
を
見
て
み
よ
う
。 

 
 
 

昔
々
、
人
び
と
は
み
ん
な
名
前
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
名
前
は

親
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

そ
う
本
に
書
い
て
あ
っ
た
。 

 
 

大
昔
は
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 
 

そ
し
て
そ
の
名
前
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヘ
ー
ボ
ン
ス
キ
イ
と
か

オ
リ
バ
ー
・
ト
ゥ
イ
ス
ト
と
か
忍
海
爵
（
お
し
ぬ
み
じ
や
つ
く
）
と
か
い

っ
た
有
名
な
小
説
の
主
人
公
と
同
じ
よ
う
な
名
前
だ
っ
た
。 

 
 

ず
い
分
面
白
か
っ
た
だ
ろ
う
な
。 

  

物
語
世
界
に
お
い
て
、
事
物
に
名
前
が
付
い
て
い
る
と
い
う
事
態
が
「
本

に
書
い
て
」
あ
る
「
大
昔
」
の
あ
り
方
だ
と
い
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
わ
た

し
」
は
そ
う
で
は
な
い
世
界
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
、
こ
う
し
た
感
覚
こ
そ

高
橋
の
失
語
症
に
と
も
な
う
実
感
に
由
来
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
空

気
の
よ
う
だ
っ
た
言
葉
」
が
遠
ざ
か
り
、
運
用
に
支
障
を
き
た
す
感
覚
。
現

実
世
界
と
の
か
い
離
を
突
き
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
感
覚
に
苛
ま
れ
た
高
橋
は
、

自
分
の
言
葉
を
模
索
し
、
そ
の
隙
間
を
必
死
で
埋
め
よ
う
と
す
る
。 

以
上
の
よ
う
な
〈
当
た
り
前
〉
を
問
い
直
す
と
い
う
思
考
・
発
想
は
、「
歴

史
」
や
「
文
学
史
」
と
い
う
〈
当
た
り
前
〉
を
問
い
直
す
本
教
材
に
も
底
流

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
 出

典 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本
文
は
「
大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史
」（
岩
波
書
店 

平
成
二
十

一
）
に
よ
っ
た
。 

出
典
と
の
異
同 

 

教
科
書
表
記
の
統
一
に
よ
る
変
更
の
ほ
か
、〔 

〕
内
の
理
由
に
よ
り
、
以

下
の
部
分
を
省
略
し
た
。 

〇
「
こ
の
本
の
中
で
、
」（
原
文
Ｐ
六
・
14
、 

教
科
書
Ｐ
三
〇
五
・
10
「
わ

た
し
は
、
」
の
後
）〔
教
育
上
の
配
慮
〕 

〇
「
も
ち
ろ
ん
、…

遊
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
」（
原
文
Ｐ
７
・
７
～
Ｐ
７
・

９
、
教
科
書
Ｐ
三
〇
六
・
２
の
後
）〔
教
育
上
の
配
慮
〕 

 

参
考
文
献 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊
教
師
用 

「
思
考
と
し
て
の
歴
史
と
行
動
と
し
て
の
歴
史
」（
白
ソ
フ
ィ
ア
双
書
23
） 

 

Ｂ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
、
上
村
忠
男
訳 

 
 
 
 
 
 
 
 

未
来
社 

平
十 

＊
「
歴
史
」
に
関
す
る
思
考
の
枠
組
み
を
大
き
く
転
換
し
た
著
作
。
原

著
が
第
二
次
大
戦
下
の
一
九
三
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
点
も
重
要
で

あ
る
。 

「
始
ま
り
の
現
象
」（
叢
書
・
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
358
） 
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エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
サ
イ
ー
ド
、
山
形
和
美
・
小
林
昌
夫
訳 

法
政
大
学
出
版
局 

平
四 

＊
本
教
材
の
出
典
「
大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史
」
の
「
七

日
目
」
で
高
橋
源
一
郎
は
サ
イ
ー
ド
を
引
用
し
な
が
ら
日
本
の
近

代
文
学
の
「
始
ま
り
」
と
「
現
在
」
の
小
説
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。 

「
大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史
」 

高
橋
源
一
郎 

 
 

岩
波
書
店 

平
二
十
一 

＊
本
教
材
の
出
典
。
本
教
材
は
「
は
じ
め
に
」
に
あ
た
る
が
、「
一
日

目
」
か
ら
「
七
日
目
」
ま
で
、「
過
去
」
の
文
学
を
「
現
在
」
と
重

ね
合
わ
せ
る
形
で
「
自
分
の
『
文
学
史
』」
を
作
っ
て
い
る
。 

「
立
ち
す
く
む
歴
史―

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
『
歴
史
と
は
何
か
』
か
ら
50
年
」 

喜
安
朗
・
成
田
龍
一
・
岩
崎
稔 

 
 
 
 
 
せ
り
か
書
房 

平
二
十
四 

＊
カ
ー
の
「
歴
史
と
は
何
か
」
を
入
り
口
に
、「
現
在
」
の
歴
史
を
め

ぐ
る
諸
問
題
を
論
じ
た
も
の
。 

 

＊
生
徒
用 

「
文
字
禍
」 

中
島
敦 

（「
文
字
禍
・
牛
人
」〈
角
川
文
庫 

令
二
〉
収
録
） 

＊
「
文
字
禍
」
は
「
山
月
記
」
と
あ
わ
せ
て
「
古
譚
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
戦
時
下
の
昭
和
十
七
年
、「
文
学
界
」
に
発
表
さ
れ
た
小
説
。

「
歴
史
と
は
何
か
？
」
と
い
う
問
題
が
、
同
時
期
の
権
力
の
問
題

を
巧
み
に
射
抜
き
な
が
ら
言
い
表
さ
れ
て
い
る
。 

「
歴
史
と
は
何
か
」 

Ⅰ
歴
史
家
と
事
実 

 

Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
、
清
水
幾
多
郎
訳 

 
 
 
 

岩
波
書
店 

昭
三
十
七 

＊
戦
後
一
九
六
一
年
に
カ
ー
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
行
っ
た
連
続

講
演
を
書
籍
化
し
た
も
の
で
、「
歴
史
」
と
い
う
枠
組
み
を
考
え
る

う
え
で
必
読
の
書
。 

「
日
本
文
学
盛
衰
史
」 

高
橋
源
一
郎 

 
 
 
 

講
談
社
文
庫 

平
十
六 

＊
二
葉
亭
・
漱
石
・
鷗
外
・
啄
木
・
花
袋…

、
何
を
、
ど
う
書
け
ば

よ
い
の
か
苦
悩
す
る
日
本
近
代
文
学
黎
明
期
の
文
学
者
た
ち
が
総

登
場
す
る
長
編
小
説
。 

「
日
本
近
代
小
説
史
」
新
装
版 

安
藤
宏 

 
 
 

中
央
公
論
新
社 

令
二 

＊
明
治
初
頭
か
ら
村
上
春
樹
ま
で
、
日
本
の
近
代
小
説
を
一
冊
で
案

内
し
た
入
門
的
「
文
学
史
」。 
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主
題 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
文
学
史
」
と
は
「
過
去
」
の
文
学
の
「
評
判
」
の
集
積
で
は
な
く
、
現
在

の
自
分
た
ち
を
基
点
に
自
在
に
作
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
枠
組
み
で
あ
る
。 

 

「
文
学
史
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
過
去
の
作
家
と
そ
の
名
作
と
を
羅
列
し

た
、
固
定
的
で
無
味
乾
燥
な
「
文
学
」
の
「
歴
史
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
と

も
な
い
や
す
い
。
し
か
し
、「
文
学
史
」
を
時
間
の
間
隔
と
関
係
な
し
に
共
通

の
テ
ー
マ
を
抱
え
た
文
学
活
動
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。「
文
学
史
」
を
絶
対
視
す
る
の
で
は
な
く
、「
過
去
」

の
小
説
と
「
現
在
」
の
小
説
と
を
直
結
・
応
答
さ
せ
る
こ
と
で
、
「
文
学
史
」

自
体
が
あ
く
ま
で
も
「
現
在
」
を
基
点
と
す
る
流
動
的
な
枠
組
み
で
あ
る
と

い
う
一
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 
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構
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
構
成
１ 

 

      

   
                

      

第
四
段 

第
三
段 

第
二
段 

第
一
段 

段
落 

Ｐ
三
〇
五
・
10
〈
わ
た
し
は
、「
過
去
」

の
小
説
を
、〉
～ 

終
わ
り 

Ｐ
三
〇
四
・
２
〈
わ
た
し
は
も
う
半
世

紀
以
上
も
、
た
く
さ
ん
の
本
を
、〉
～ 

Ｐ
三
〇
五
・
９
〈
そ
の
と
き
が
最
初
だ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。〉 

Ｐ
三
〇
一
・
３
〈
今
思
え
ば
、
わ
た
し

は
、
す
ご
く
単
純
な
少
年
で
し
た
。〉
～ 

Ｐ
三
〇
四
・
１
〈
し
か
し
、
本
当
に
、
そ

う
な
の
で
し
ょ
う
か
？
〉 

初
め
～ 

Ｐ
三
〇
一
・
２
〈「
歴
史
」
と
い
う
も
の

に
触
れ
た
瞬
間
で
し
た
。〉 

ペ
ー
ジ
・
行 

「
歴
史
」
や
「
文
学
史
」
と
い
う
枠
組
み
に
縛
ら
れ
た
小
説
の
評
価
か
ら
自
覚
的
に
距
離
を
と

り
、
あ
ら
た
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
小
説
を
実
際
に
読
む
こ
と
を
と
お
し
て
、
自
分
自
身
を
基
点
に
し

た
「
文
学
史
」
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

実
際
に
た
く
さ
ん
の
小
説
を
読
ん
で
い
く
な
か
で
、
「
過
去
」
の
小
説
と
「
現
在
の
小
説
の
類

比
性
・
共
通
性
に
気
づ
い
た
「
わ
た
し
」
は
、「
文
学
史
」
と
い
う
「
文
学
」
に
関
す
る
「
歴
史
」

に
違
和
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
「
わ
た
し
」
は
「
評
判
」
に
縛
ら
れ
な
い
「
文
学

史
」
を
書
こ
う
と
思
い
は
じ
め
た
。 

そ
れ
ま
で
の
「
わ
た
し
」
は
、
偉
大
な
も
の
、
立
派
な
も
の
、
お
も
し
ろ
い
も
の
は
す
べ
て
「
過

去
」
に
あ
り
、
「
現
在
」
は
魅
力
に
乏
し
い
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
時
間
が
「
不
可
逆
的
」
で

あ
る
以
上
、
「
過
去
」
は
遠
く
け
っ
し
て
手
の
届
か
な
い
も
の
と
も
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
単

純
な
「
歴
史
」
観
は
、
学
校
で
の
歴
史
教
育
の
影
響
で
作
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
新
曲
が
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
た
日
、
「
わ
た
し
」
は
「
歴
史
的
瞬
間
」
に
自
分

が
立
ち
会
っ
た
こ
と
に
大
き
な
感
動
を
覚
え
た
。
そ
れ
は
「
わ
た
し
」
が
生
ま
れ
て
初
め
て
「
歴

史
」
に
触
れ
た
経
験
だ
っ
た
。 

段
意 
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構
成
２ 

 
第
一
段 

「
歴
史
」
に
触
れ
た
経
験
（
一
九
六
八
年
の
「
わ
た
し
」
） 

 
 
 
 
 
 
→

ビ
ー
ト
ル
ズ
＝
「
偉
大
な
人
た
ち
」 

 

第
二
段 

「
わ
た
し
」
の
「
歴
史
」
観
（「
少
年
」
の
「
わ
た
し
」） 

 
 
 

学
校
で
の
歴
史
教
育
の
影
響 

 
 
 
 

「
過
去
」…
偉
大
な
も
の
・
立
派
な
も
の
・
お
も
し
ろ
い
も
の 

 
 
 
 

「
現
在
」…

つ
ま
ら
な
い
も
の 

 
 
 
 

「
時
間
」
＝
不
可
逆
的
な
も
の 

 
 
 
 
 
→

「
過
去
」
＝
不
変
の
も
の
と
い
う
認
識 

 

第
三
段 

「
文
学
史
」
へ
の
違
和
感
（
「
半
世
紀
以
上
」
経
た
「
わ
た
し
」
） 

 
 
 

①
文
学
史
上
の
認
識 

→

遠
い
「
過
去
」
の
出
来
事
、
遠
い
「
過
去
」
の
作
家
が
書
い
た
作
品 

②
実
際
に
「
過
去
」
の
小
説
を
読
む
体
験 

→

「
過
去
」
の
小
説
と
「
現
在
」
の
小
説
の
間
の
類
似
性
・
共
通
性
の
発
見 

 

第
四
段 

「
文
学
史
」
的
思
考
か
ら
の
離
脱 

 
 
 

「
歴
史
」 

「
鑑
賞
す
る
た
め
に
壁
に
掛
け
ら
れ
た
絵
」 

 
 
 

「
歴
史
」
＝
「
自
分
」（
「
現
在
」
）
と
「
過
去
」
の
応
答
の
な
か
で
形
成
し
得
る
も
の 

   

≠  
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板
書
例 

「
歴
史
」
「
文
学
史
」
と
は
何
か
？ 

 

第
二
段
：
少
年
時
代
の
「
わ
た
し
」 

 

「
現
在
」
＝
つ
ま
ら
な
い 

「
過
去
」
＝
偉
大
・
立
派 

＝
不
変
（
時
間
の
不
可
逆
性
） 

☆
本
当
に
そ
う
な
の
か
？ 

 

第
一
段
：
一
九
六
八
年
の
「
わ
た
し
」 

 

ビ
ー
ト
ル
ズ
＝
「
偉
大
な
人
た
ち
」 

 
 
 
 
 
 

＝
「
現
在
」 

→

は
じ
め
て
「
歴
史
」
に
触
れ
た
瞬
間 

☆
第
二
段
か
ら
の
変
化
・
推
移 

 

第
三
段
：
「
文
学
史
」
へ
の
違
和
感 

 

「
過
去
」
の
小
説
と
「
現
在
」
の
小
説 

 
 
×

断
絶
・
切
断 

 
 

〇
類
似
性
・
共
通
性
・
連
続
性 

 

第
四
段
：
新
た
な
「
歴
史
」
観 

「
文
学
史
」 

 

不
変 

→

「
過
去
」
と
「
現
在
」
に
縛
ら
れ
な
い
「
文
学

史
」
を
自
分
を
基
点
に
作
る 

 

≠  
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発
問
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
二
九
九
ペ
ー
ジ 

問
意
味
段
落
１
か
ら
３
の
体
験
を
時
系
列
に
並
べ
る
と
、

筆
者
の
「
歴
史
」
に
対
す
る
考
え
方
の
ど
の
よ
う
な
変

化
が
分
か
る
か
。 

答
「
学
校
で
受
け
た
歴
史
教
育
」
を
と
お
し
て
「
お
も

し
ろ
そ
う
な
も
の
は
、
い
つ
も
過
去
に
あ
る
」
と
考

え
て
い
た
「
わ
た
し
」
だ
っ
た
が
（
意
味
段
落
２
）
、

「
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
新
曲
」
が
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
る

「
歴
史
的
瞬
間
」
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
で
、「
歴
史
」

と
は
自
分
自
身
が
参
加
し
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
、
そ
れ
ま
で
の
「
歴
史
」
の
と
ら
え
方
を
揺
さ

ぶ
る
経
験
を
持
つ
（
意
味
段
落
１
）。
さ
ら
に
「
半
世

紀
以
上
」
の
読
書
体
験
を
と
お
し
て
、「
過
去
」
の
小

説
が
「
文
学
史
」
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な
「
評
判
」

と
は
「
え
ら
く
違
う
」
こ
と
に
気
づ
き
、
自
分
で
「
文

学
史
」
を
書
い
て
み
よ
う
と
考
え
る
に
い
た
る
（
意

味
段
落
３
）。 

補
本
教
材
の
構
成
を
考
え
る
う
え
で
、
意
味
段
落
１
と

意
味
段
落
２
の
時
系
列
が
逆
に
な
っ
て
い
る
点
に
注

意
を
払
い
た
い
。
意
味
段
落
１
で
の
「
感
動
」
が
意

味
段
落
３
で
の
自
分
で
「
文
学
史
」
を
書
く
と
い
う

発
想
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
全
体
の
ま
と
め
と
し
て

発
問
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。 

●
三
〇
〇
ペ
ー
ジ 

問⦿

「
感
動
」(

14
行
目)

と
は
、
ど
の
よ
う
な
感
動
か
。 

答
「
歴
史
的
瞬
間
」
に
立
ち
会
え
た
こ
と
に
よ
る
感
動
。

補
こ
の
内
実
を
後
の
部
分
で
読
み
解
い
て
い
く
。
そ

れ
ま
で
筆
者
は
、「
歴
史
」
は
、
遠
い
過
去
の
死
ん
で

し
ま
っ
た
で
き
ご
と
で
、
生
き
て
い
る
自
分
と
は
関

係
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
自
分
が
参
加
し
な
が

ら
作
ら
れ
て
い
く
も
の
だ
と
気
が
つ
い
た
。
ビ
ー
ト

ル
ズ
の
新
曲
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
の
こ
と
に

感
動
し
て
い
る
。 

●
三
〇
一
ペ
ー
ジ 

問⦿

自
分
の
こ
と
を
「
す
ご
く
単
純
」(

３
行
目)

と
い

う
の
は
、
な
ぜ
か
。 

答
学
校
で
受
け
た
教
育
に
つ
い
て
、
自
分
で
考
え
る
こ

と
な
く
、
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
し
て
い
た
か
ら
。 

問
「
学
校
で
受
け
た
歴
史
教
育
」(

15
行
目)

を
通
し
て
、

「
私
」
は
「
歴
史
」
に
対
し
て
ど
う
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
か
。 

答
偉
大
な
も
の
、
立
派
な
も
の
、
お
も
し
そ
う
も
の
は

い
つ
も
過
去
に
あ
り
、
新
し
い
も
の
は
つ
ま
ら
な
い

も
の
に
決
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

補
「
幼
い
」
頃
の
筆
者
の
「
歴
史
」
認
識
は
、
歴
史
と

は
遠
い
過
去
の
出
来
事
で
あ
っ
て
、生
き
て
い
る「
現

在
」
の
自
分
が
け
っ
し
て
触
れ
ら
れ
な
い
、
関
係
が

な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

●
三
〇
二
ペ
ー
ジ 

問⦿

父
母
や
祖
父
母
の
た
と
え
か
ら
、
筆
者
は
距
離
感

と
立
派
さ
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
か
。 

答
人
々
に
と
っ
て
距
離
が
遠
く
、
想
像
が
及
ば
な
い
も

の
ほ
ど
偉
大
に
感
じ
ら
れ
、
敬
わ
れ
る
と
捉
え
て
い

る
。 

●
三
〇
五
ペ
ー
ジ 

問⦿

「
確
か
に
、
そ
の
人
た
ち
の
言
う
と
お
り
だ
っ
た

の
で
す
」(

６
行
目)

か
ら
、
筆
者
の
ど
の
よ
う
な
思
い

が
読
み
取
れ
る
か
。 

答
文
学
が
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
筆
者
の
よ
う
な

考
え
方
は
文
学
史
に
は
な
か
っ
た
。「
確
か
に
」
そ
う

だ
が
、
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
と
い
う
疑
問
も

持
っ
て
い
る
。 

問⦿

「
説
得
し
て
み
る
」(

11
行
目)

「
眠
っ
て
い
る
」

「
遊
び
に
く
る
」(

12
行
目)

な
ど
の
表
現
か
ら
、
筆

者
が
「
過
去
」
の
小
説
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
か
。 

答
い
ず
れ
も
人
間
に
対
し
て
使
う
表
現
で
あ
る
た
め
、

「
過
去
」
の
小
説
を
生
き
て
い
る
も
の
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
。 

問
「
鑑
賞
す
る
た
め
に
壁
に
掛
け
ら
れ
た
絵
」(

15
行

目)

と
は
、「
過
去
」
の
小
説
の
ど
の
よ
う
な
状
態
を
言

う
の
か
。 
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答
「
鑑
賞
」
と
は
、
芸
術
作
品
に
接
し
て
そ
の
表
現
す

る
と
こ
ろ
を
つ
か
み
と
り
、
そ
の
よ
さ
を
味
わ
う
こ

と
を
意
味
す
る
。「
壁
に
掛
け
ら
れ
た
絵
」
と
は
、「
文

学
史
」
に
記
さ
れ
た
「
評
判
」
に
し
た
が
っ
て
選
別

さ
れ
た
「
芸
術
作
品
」
が
陳
列
さ
れ
、
そ
の
「
よ
さ
」

に
関
し
て
も
定
め
ら
れ
て
い
る
状
態
を
言
う
。 

補
「
歴
史
」
は
現
在
の
自
分
も
参
加
し
な
が
ら
作
ら
れ

て
い
く
も
の
だ
と
い
う
筆
者
の
認
識
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。
半
ば
固
定
化
さ
れ
た
「
評
判
」
か
ら
自

覚
的
に
距
離
を
と
り
、
自
分
自
身
を
基
点
に
し
た
「
文

学
史
」
を
作
り
出
す
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。 

●
三
〇
六
ペ
ー
ジ 

問
「
オ
モ
チ
ャ
み
た
い
な
も
の
」(

１
行
目)

と
い
う
表

現
か
ら
、
筆
者
が
「
文
学
史
」
を
ど
う
あ
る
べ
き
と
考

え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
か
。 

答
既
存
の
「
評
判
」
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
自
由
自
在

に
組
み
合
わ
せ
て
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
枠
組

み
。 

補
本
教
材
の
タ
イ
ト
ル
の
「
大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
」

の
「
大
人
」
と
は
、
既
存
の
「
文
学
史
」
を
疑
う
と

い
う
発
想
を
持
ち
に
く
い
「
人
た
ち
」
を
指
し
、
本

文
中
の
「
な
に
、
子
ど
も
み
た
い
な
こ
と
言
っ
て
る

ん
だ
い
。『
文
学
史
』
を
読
ん
で
み
な
よ
。
そ
ん
な
こ

と
、
ど
こ
に
も
書
い
て
い
な
い
ぜ
。
」（
三
〇
五
ペ
ー

ジ
）
と
「
わ
た
し
」
を
た
し
な
め
る
「
人
た
ち
」
を

言
う
。 

問⦿

「
い
や
」(

２
行
目)

と
い
う
否
定
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
状
況
や
筆
者
の
考
え
が
読
み
取
れ
る
か
。 

答
「
歴
史
」
を
オ
モ
チ
ャ
の
よ
う
に
扱
う
筆
者
の
考
え

が
、
決
し
て
一
般
的
で
は
な
い
状
況
が
わ
か
る
。
そ

う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
筆

者
は
強
く
思
っ
て
い
る
。 
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語
句
の
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
三
〇
〇
ペ
ー
ジ 

３
偉
大
な
人
た
ち 

ビ
ー
ト
ル
ズ
を
指
す
。
形
式
段

落
２
以
降
で
、「
偉
大
な
も
の
、
立
派
な
も
の
、
お

も
し
ろ
い
も
の
」
は
「
い
つ
も
過
去
に
あ
る
」
と

考
え
て
い
た
と
語
ら
れ
る
そ
れ
以
前
の
「
わ
た
し
」

の
変
化
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 

●
三
〇
一
ペ
ー
ジ 

１
立
ち
会
っ
た 

「
立
ち
会
う
」
と
は
物
事
の
成
り

行
き
や
結
果
を
見
守
る
た
め
に
そ
の
場
に
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
い
つ
も
過
去

に
あ
る
は
ず
の
「
歴
史
」
に
「
現
在
」
の
「
わ
た

し
」
が
触
れ
得
た
、
そ
の
実
感
に
「
わ
た
し
」
は

「
感
動
」
を
覚
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

「
歴
史
」 

過
去
の
人
間
生
活

に
起
こ
っ
た
事
象
の
変
遷
・
発
展
の
経
過
を
、
あ

る
観
点
か
ら
秩
序
づ
け
た
記
述
を
指
す
。「
歴
史
」

と
は
あ
り
の
ま
ま
の
事
実
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
「
歴
史
」
を
作
る
特
定
の
観
点
・
地
点
を
基
点

と
す
る
枠
組
み
で
あ
る
と
い
う
点
に
注
意
し
た

い
。 

３
単
純
な
少
年 

従
来
の
考
え
方
や
と
ら
え
方
が
一

面
的
で
浅
か
っ
た
と
語
る
こ
と
で
、「
今
」
の
「
わ

た
し
」
が
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。 

●
三
〇
二
ペ
ー
ジ 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

「
現
在
」 

「
現
在
」
と
は
、
過

去
と
未
来
の
間
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
移
り
行
く

今
、
あ
る
い
は
、
近
い
過
去
や
未
来
を
含
む
今
を

表
す
概
念
で
あ
る
。「
現
在
」
が
近
い
「
未
来
」
と

近
い
「
過
去
」
と
を
あ
わ
せ
持
つ
と
考
え
る
と
す

れ
ば
、「
現
在
」
の
自
分
自
身
も
当
然
「
歴
史
」
の

一
部
と
し
て
参
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。 

３
「
現
代
」 

① 

現
在
の
世
。
今
の
世
。
当
世
。
② 

歴
史
の
時
代
区
分
の
一
つ
。
日
本
で
は
第
二
次
世

界
大
戦
終
結
後
の
時
代
。
広
義
に
は
明
治
維
新
以

後
を
さ
す
こ
と
も
あ
る
。
東
洋
史
で
は
辛
亥
革
命

以
後
の
時
代
。
西
洋
史
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
終

結
後
の
時
代
。
「
歴
史
」
「
過
去
」
に
対
す
る
も
の

と
し
て
、
「 

」
を
付
し
て
用
い
て
い
る
。 

●
三
〇
四
ペ
ー
ジ 

５
僕
が
聞
い
て
き
た
評
判 

「
評
判
」
と
は
批
評
し

て
そ
の
是
非
を
判
定
す
る
こ
と
を
言
う
。「
過
去
」

の
小
説
は
す
で
に
「
判
定
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
「
評
判
」
は
「
文
学
史
」
の
な
か
で
定
め
ら

れ
て
い
る
。
古
今
東
西
の
小
説
を
読
む
な
か
で
、

「
わ
た
し
」
は
そ
の
「
評
判
」
に
違
和
感
を
覚
え

る
よ
う
に
な
る
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

「
文
学
史
」 

文
学
の
発
展
の

歴
史
。
ま
た
、
そ
れ
を
研
究
す
る
学
問
や
そ
れ
を

記
述
し
た
も
の
。
こ
こ
ま
で
の
「
歴
史
」
や
「
過

去
」
に
関
す
る
筆
者
独
自
の
と
ら
え
方
を
「
文
学

史
」
に
も
敷
衍
し
た
い
。「
歴
史
」
が
「
現
在
」
の

「
私
」
自
身
が
参
加
し
形
成
さ
れ
得
る
も
の
だ
と

す
れ
ば
、「
文
学
史
」
も
そ
れ
と
同
様
に
、「
過
去
」

の
作
品
を
「
現
在
」
の
「
私
」
の
視
点
か
ら
評
価

し
直
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

７
敬
愛 

う
や
ま
っ
て
大
切
に
す
る
こ
と
。
尊
敬
し
、

親
し
み
の
気
持
を
も
つ
こ
と
。 

●
三
〇
五
ペ
ー
ジ 

10
陳
列
さ
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
棚 

「
過
去
」
の
小
説

が
「
文
学
史
」
の
な
か
で
、
ま
る
で
博
物
館
の
ガ

ラ
ス
の
展
示
ケ
ー
ス
内
に
大
切
に
並
べ
ら
れ
る

か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 

15
鑑
賞 

芸
術
作
品
な
ど
を
見
た
り
聞
い
た
り
読

ん
だ
り
し
て
、
そ
れ
が
表
現
し
よ
う
と
す
る
と
こ

ろ
を
つ
か
み
と
り
、
そ
の
よ
さ
を
味
わ
う
こ
と
。 
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注
意
す
る
語
句 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
＊
で
用
例
を
示
し
た
） 

加
速
度
的…
程
度
が
ぐ
ん
ぐ
ん
増
す
さ
ま
。 

 

＊
加
速
度
的
に
物
価
が
高
騰
し
て
い
る
。 

さ
び
れ
る…

盛
ん
だ
っ
た
も
の
の
活
気
が
無
く
な
っ

て
衰
え
る
。
ひ
っ
そ
り
し
て
寂
し
く
な
る
。 

 

＊
さ
び
れ
た
商
店
街
を
通
る
。 

老
い
さ
ら
ば
え
る…

年
を
取
っ
て
醜
く
な
る
。
老
衰

す
る
。
老
い
さ
ら
ぼ
う
。 

 

＊
老
い
さ
ら
ば
え
て
見
る
影
も
な
い
。 

不
可
逆
的…

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
さ
ま
。
再
び
元

の
状
態
に
は
戻
れ
な
い
さ
ま
。 

 

＊
歴
史
と
い
う
の
は
、
不
可
逆
的
な
も
の
だ
。 

え
ら
く…

程
度
が
は
な
は
だ
し
い
さ
ま
。
と
ん
で
も

な
く
。 

 

＊
君
も
え
ら
く
立
派
に
な
っ
た
も
の
だ
。 
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日
本
の
近
代
文
学
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
「
文
学
史
」
と
し
て
一
定
の

見
取
り
図
の
下
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
本
間
久
雄
を
は
じ
め
と

す
る
戦
前
か
ら
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
昭
和
三
十
八
（
一
九

六
三
）
年
に
筑
摩
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
三
冊
の
文
学
史
（
中
村
光
夫
『
明

治
文
学
史
』、
臼
井
吉
見
『
大
正
文
学
史
』、
平
野
謙
『
昭
和
文
学
史
』
）

は
、
日
本
近
代
文
学
史
を
象
徴
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め

て
ま
と
め
ら
れ
た
「
文
学
史
」
は
、
教
材
内
で
筆
者
が
言
う
「
僕
が
聞
い
て

き
た
評
判
」
の
一
部
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
多
く
の
小
説
を

読
ん
で
み
る
と
、
筆
者
の
眼
に
は
そ
の
「
評
判
」
と
は
「
え
ら
く
違
っ
た
も

の
」
に
映
っ
た
と
い
う
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。 

「
文
学
」
に
関
す
る
「
歴
史
」、
「
文
学
史
」
と
は
、
「
過
去
」
に
発
表
さ

れ
た
偉
大
な
作
品
を
あ
り
の
ま
ま
に
列
記
し
た
も
の
で
は
な
い
。
イ
タ
リ
ア

の
歴
史
学
者
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
は
『
思
考
と
し
て
の
歴
史
と
行
動

と
し
て
の
歴
史
』（
一
九
三
八
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

あ
ら
ゆ
る
歴
史
的
判
断
の
根
底
に
存
在
す
る
実
践
的
欲
求
は
、
あ
ら
ゆ

る
歴
史
に
「
現
代
史
」
と
し
て
の
性
格
を
与
え
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ

に
含
ま
れ
て
い
る
諸
事
実
が
た
と
え
年
代
的
に
ど
れ
ほ
ど
古
く
見
え
よ
う

と
も
、
そ
れ
は
つ
ね
に
現
在
の
欲
求
と
状
況
と
似
関
わ
っ
て
い
る
歴
史
な

の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
諸
事
実
が
そ
の
鼓
動
を
伝
え
る
の
は
現
在
の
状
況

の
な
か
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

ク
ロ
ー
チ
ェ
の
指
摘
は
、
一
九
世
紀
末
ま
で
の
〈
事
実
〉
を
集
め
て
き
て

実
証
主
義
に
基
づ
い
て
精
査
す
れ
ば
自
然
と
歴
史
が
出
来
上
が
る
と
い
っ
た

従
来
の
楽
観
的
な
歴
史
観
を
大
き
く
揺
る
が
す
も
の
だ
っ
た
。
Ｅ
・
Ｈ
・
カ

ー
は
、「
も
と
も
と
、
歴
史
と
い
う
も
の
は
現
在
の
眼
を
通
し
て
、
現
在
の

問
題
に
照
ら
し
て
過
去
を
見
る
と
こ
ろ
に
成
り
立
つ
」
と
し
、
「
過
去
は
、

現
在
の
光
に
照
ら
し
て
初
め
て
私
た
ち
に
理
解
出
来
る
も
の
で
あ
り
ま
す

し
、
過
去
の
光
に
照
ら
し
て
初
め
て
私
た
ち
は
現
在
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と

が
出
来
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
見
解
を
発
展
さ
せ
た
歴

史
観
を
提
示
し
た
。 

つ
ま
り
、
「
歴
史
」
も
「
文
学
史
」
も
け
っ
し
て
「
鑑
賞
の
た
め
に
壁
に

掛
け
ら
れ
た
絵
」
で
は
な
く
、
そ
れ
を
作
る
「
現
在
」
の
状
況
、
作
り
手
や

社
会
の
関
心
の
所
在
や
価
値
観
、
解
釈
に
よ
っ
て
事
後
的
に
再
構
成
さ
れ
た

「
現
代
史
」
と
し
て
の
性
質
を
必
然
的
に
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。 筆

者
は
本
教
材
の
出
典
「
大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史
」（
岩
波

書
店 

平
成
二
十
一
）
の
「
七
日
目 

文
学
史
の
『
晩
年
』
か
ら
次
の
千
年

の
文
学
へ
」
の
な
か
で
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
の
言
葉
を
ひ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

お
そ
ら
く
、
そ
の
社
会
全
体
が
「
始
ま
り
」
の
意
識
の
中
に
あ
る
と
き

は
、
「
始
ま
り
」
に
ふ
さ
わ
し
い
物
語
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
社
会
全
体
が
、
成
長
し
、
強
大
に
な
り
、
壮
年
の
状
態
に
な
っ
た
と

き
に
も
ま
た
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
物
語
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。 

以
上
の
よ
う
な
「
歴
史
」
の
認
識
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
過
去
」
の
「
小
説

た
ち
が
、
僕
が
聞
い
て
き
た
『
評
判
』
と
は
、
え
ら
く
違
っ
」
て
い
る
と
い

う
筆
者
の
言
葉
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
ま
た
、
筆
者
は
か
つ
て
の
自
分
の
「
歴
史
」
観
を
形
成
し
た
土
台
に
「
学

校
で
受
け
た
歴
史
教
育
」
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も

触
れ
て
お
き
た
い
。
喜
安
朗
・
成
田
龍
一
・
岩
崎
稔
は
「
立
ち
す
く
む
歴
史
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Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
『
歴
史
と
は
何
か
』
か
ら
50
年
」
（
せ
り
か
書
房 

平
成

二
十
四
）
の
「
第
三
部
」
で
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
以
前
の
「
歴
史
」

の
教
科
書
は
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
、
決
め
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
数
の
な

か
で
、
受
験
に
役
立
つ
事
件
と
年
代
と
人
名
を
並
べ
た
だ
け
の
似
た
り
寄
っ

た
り
の
も
の
で
あ
り
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
出
来
事
は
す
べ
て
「
国
民
的

必
須
事
項
」
と
し
て
無
条
件
に
信
じ
ら
れ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
が

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
の
「
あ
た
ら
し
い
歴
史
教
科
書
」
の
登
場
を
受
け

て
、
「
歴
史
」
と
い
う
の
は
〈
事
実
〉
そ
の
も
の
で
は
な
く
「
物
語
」
と
し

て
の
一
面
を
有
し
て
い
る
と
い
う
認
識
を
あ
ら
た
め
て
突
き
付
け
ら
れ
た
と

論
じ
て
い
る
。 

 

「
歴
史
」
や
「
文
学
史
」
が
、
そ
れ
ら
を
つ
む
ぐ
基
点
と
な
る
「
現
在
」

に
応
じ
て
変
化
が
生
じ
る
流
動
的
な
枠
組
み
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、「
陳

列
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
の
棚
」
と
し
て
の
「
歴
史
」「
文
学
史
」
の
と
ら
え
方
を

転
換
さ
せ
る
力
を
持
つ
だ
ろ
う
。
何
よ
り
、
「
歴
史
」
を
作
る
工
程
こ
そ

「
現
在
」
を
映
し
出
す
鏡
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
浮

か
び
上
が
る
「
現
在
」
に
は
、
筆
者
や
本
教
材
を
読
む
生
徒
一
人
一
人
も
当

事
者
と
し
て
含
み
こ
ま
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
「
歴
史
」
観
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
生
徒
個
々
人
が
「
自
分
の
文
学
史
」
を
作
る
活
動
へ
と
展
開
し
て
い
き

た
い
。 
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・「
文
字
禍
」 

中
島
敦 

（「
文
字
禍
・
牛
人
」〈
角
川
文
庫 

令
二
〉
収
録
） 

  

或
日
若
い
歴
史
家
（
或
い
は
宮
廷
の
記
録
係
）
の
イ
シ
ュ
デ
イ
・
ナ
ブ
が

訪
ね
て
来
て
老
博
士
に
言
っ
た
。
歴
史
と
は
何
ぞ
や
？ 

と
。
老
博
士
が

呆あ

き

れ
た
顔
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
若
い
歴
史
家
は
説
明
を
加
え
た
。
先
頃
の

バ
ビ
ロ
ン
王
シ
ャ
マ
シ
ュ
・
シ
ュ
ム
・
ウ
キ
ン
の

最
期

さ
い
ご

に
つ
い
て
色
々
な
説

が
あ
る
。
自
ら
火
に
投
じ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
が
、
最
後
の

一
月

ひ
と
つ
き

程
の

間
、
絶
望
の
余
り
、
言
語
に
絶
し
た

淫
蕩

い
ん
と
う

の
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
も
の
も

あ
れ
ば
、
毎
日
ひ
た
す
ら

潔
斎

け
っ
さ
い

し
て
シ
ャ
マ
シ
ュ
神
に
祈
り
続
け
た
と
い

う
も
の
も
あ
る
。
第
一
の
妃
唯
一
人
と
共
に
火
に
入
っ
た
と
い
う
説
も
あ
れ

ば
、
数
百
の

婢
妾

ひ
し
ょ
う

を
薪
の
火
に
投
じ
て
か
ら
自
分
も
火
に
入
っ
た
と
い
う

説
も
あ
る
。
何
し
ろ
文
字
通
り
煙
に
な
っ
た
こ
と
と
て
、
ど
れ
が
正
し
い
の

か
一
向
見
当
が
つ
か
な
い
。
近
々
、
大
王
は

其そ
れ

等ら

の
中
の
一
つ
を
選
ん
で
、

自
分
に
そ
れ
を
記
録
す
る
よ
う
命
じ
給
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ほ
ん
の

、
、
、
一
例

だ
が
、
歴
史
と
は
之
で
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

賢
明
な
老
博
士
が
賢
明
な
沈
黙
を
守
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
若
い
歴
史
家

は
、
次
の
様
な
形
に
問
を
変
え
た
。
歴
史
と
は
、
昔
、
在
っ
た
事
柄
を
い
う

の
で
あ
ろ
う
か
？ 

そ
れ
と
も
、
粘
土
板
の
文
字
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

 

獅
子
狩
と
、
獅
子
狩
の
浮
彫
と
を
混
同
し
て
い
る
よ
う
な
所
が
此
の
問
の

中
に
あ
る
。
博
士
は
そ
れ
を
感
じ
た
が
、
は
っ
き
り
口
で
言
え
な
い
の
で
、

次
の
様
に
答
え
た
。
歴
史
と
は
、
昔
在
っ
た
事
柄
で
、
且
つ
粘
土
板
に
誌
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
同
じ
こ
と
で
は
な
い
か
。 

 

書

洩も

ら
し
は
？ 

と
歴
史
家
が
聞
く
。 

 

書
洩
ら
し
？ 

冗
談
で
は
な
い
、
書
か
れ
な
か
っ
た
事
は
、
無
か
っ
た
事

じ
ゃ
。
芽
の
出
ぬ
種
子
は
、
結
局
初
め
か
ら
無
か
っ
た
の
じ
ゃ
わ
い
。
歴
史

と
は
な
、
こ
の
粘
土
板
の
こ
と
じ
ゃ
。 

 

若
い
歴
史
家
は
情
な
さ
そ
う
な
顔
を
し
て
、
指
し
示
さ
れ
た
瓦
を
見
た
。

そ
れ
は
此
の
国
最
大
の
歴
史
家
ナ
ブ
・
シ
ャ
リ
ム
・
シ
ュ
ヌ

誌し

る

す
所
の
サ
ル

ゴ
ン
王
ハ
ル
デ
ィ
ア
征
討
行
の
一
枚
で
あ
る
。
話
し
な
が
ら
博
士
の
吐
き
棄

て
た

柘
榴

ざ
く
ろ

の
種
子
が

其そ

の
表
面
に
汚
ら
し
く
く
っ
つ
い
て
い
る
。 

 

ボ
ル
シ
ッ
パ
な
る
明
智
の
神
ナ
ブ
ウ
の
召
使
い
給
う
文
字
の
精
霊
共
の
恐

し
い
力
を
、
イ
シ
ュ
デ
イ
・
ナ
ブ
よ
、
君
は
ま
だ
知
ら
ぬ
と
見
え
る
な
。
文

字
の
精
共
が
、
一
度
或
る
事
柄
を
捉
え
て
、之
を
己
の
姿
で
現
す
と
な
る
と
、

そ
の
事
柄
は
最
早
、
不
滅
の
生
命
を
得
る
の
じ
ゃ
。
反
対
に
、
文
字
の
精
の

力
あ
る
手
に
触
れ
な
か
っ
た
も
の
は
、
如
何
な
る
も
の
も
、
そ
の
存
在
を
失

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
太
古
以
来
の
ア
ヌ
・
エ
ン
リ
ル
の
書
に
書
上
げ
ら
れ
て
い

な
い
星
は
、
何
故
に
存
在
せ
ぬ
か
？ 

そ
れ
は
、
彼
等
が
ア
ヌ
・
エ
ン
リ
ル

の
書
に
文
字
と
し
て
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
じ
ゃ
。
大
マ
ル
ズ
ッ
ク
星（
木

星
）
が
天
界
、
、
の、
牧
羊
者

、
、
、
（
オ
リ
オ
ン
）
の
境
を
犯
せ
ば
神
々
の

怒い
か
り

が

降く

だ

る

の
も
、
月
輪
の
上
部
に

蝕し
ょ
く

が
現
れ
れ
ば
フ
モ
オ
ル
人
が

禍
わ
ざ
わ
い

を

蒙こ
う
む

る
の

も
、
皆
、
古
書
に
文
字
と
し
て
誌
さ
れ
て
あ
れ
ば
こ
そ
じ
ゃ
。
古
代
ス
メ
リ

ヤ
人
が
馬
と
い
う
獣
を
知
ら
な
ん
だ
の
も
、
彼
等
の
間
に
馬
と
い
う
字
が
無

か
っ
た
か
ら
じ
ゃ
。
此
の
文
字
の
精
霊
の
力
程
恐
ろ
し
い
も
の
は
無
い
。
君

や
わ
し
ら

、
、
、
が
、
文
字
を
使
っ
て
書
き
も
の
を
し
と
る
な
ど
と
思
っ
た
ら
大
間

違
い
。
わ
し
ら

、
、
、
こ
そ
彼
等
文
字
の
精
霊
に
こ
き
使
わ
れ
る

下
僕

し

も

べ

じ
ゃ
。
し
か

し
、
又
、
彼
等
精
霊
の

齎も
た
ら

す
害
も
随
分
ひ
ど
い
。
わ
し
、
、
は
今
そ
れ
に
就
い
て

研
究
中
だ
が
、
君
が
今
、
歴
史
を
誌
し
た
文
字
に
疑
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
、
つ
ま
り
は
、
君
が
文
字
に
親
し
み
過
ぎ
て
、
其
の
霊
の
毒
気
に

中あ

た
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っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 
若
い
歴
史
家
は
妙
な
顔
を
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
老
博
士
は
尚

暫し
ば
ら

く
、

文
字
の
霊
の
害
毒
が
あ
の
有
為
な
青
年
を
も

害そ
こ
な

お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

悲
し
ん
だ
。
文
字
に
親
し
み
過
ぎ
て

却か

え

っ
て
文
字
に
疑
を
抱
く
こ
と
は
、
決

し
て
矛
盾
で
は
な
い
。
先
日
博
士
は
生
来
の

健
啖

け
ん
た
ん

に
任
せ
て
羊
の

炙
肉

あ
ぶ
り
に
く

を

殆
ど
一
頭
分
も
平
ら
げ
た
が
、
そ
の
後
当
分
、
生
き
た
羊
の
顔
を
見
る
の
も

厭
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

青
年
歴
史
家
が
帰
っ
て
か
ら
暫
く
し
て
、
ふ
と
、
ナ
ブ
・
ア
ヘ
・
エ
リ
バ

は
、
薄
く
な
っ
た

縮ち

ぢ

れ
っ
毛
の
頭
を
抑
え
て
考
え
込
ん
だ
。
今
日
は
、
ど
う

や
ら
、
わ
し
は
、
あ
の
青
年
に
向
っ
て
、
文
字
の
霊
の
威
力
を
賛
美
し
は
せ

な
ん
だ
か
？ 

い
ま
い
ま
し
い
こ
と
だ
、
と
彼
は
舌
打
を
し
た
。
わ
し
迄
が

文
字
の
霊
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ
お
る
わ
。 
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深
い
学
び
の
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
答
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

１ 
筆
者
が
学
校
で
学
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
「
歴
史
」
に
つ
い
て
の
二
つ
の

考
え
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
整
理
し
て
み
よ
う
。 

 

【
答
】 

 

①
過
去
に
は
偉
大
な
も
の
や
面
白
い
も
の
が
あ
る
が
、
現
在
に
近
づ
く
ほ
ど
、

そ
れ
ら
は
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
く
る
。 

②
古
い
歴
史
は
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
新
鮮
さ
が
あ
る
が
、
現
在
に
近
づ
く
に

つ
れ
て
、
老
人
の
よ
う
に
衰
え
て
く
る
。 

▼
ポ
イ
ン
ト
▲ 

①
は
「
歴
史
教
育
の
せ
い
だ
っ
た
の
で
す
。
」
以
下
の
三
〇

二
・
１
～
９
を
ま
と
め
る
。
②
は
「
も
う
一
つ
」
と
あ
る
の
で
、
三
〇
三
・

８
～
12
を
ま
と
め
る
。 

  

２ 

１
の
二
つ
の
考
え
方
の
共
通
点
は
何
か
、
考
え
て
み
よ
う
。 

 

【
答
】 

時
間
は
不
可
逆
的
な
も
の
で
あ
り
、「
歴
史
」
は
、
過
去
か
ら
現
在

へ
、
一
方
向
的
に
進
ん
で
い
る
た
め
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
と
過
去
に
は
距
離

が
あ
る
。 

▼
ポ
イ
ン
ト
▲ 

「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
を
踏
ま
え
て
、
三
〇
三
・
15
～

16
を
自
分
の
言
葉
で
置
き
換
え
る
。 

  

３ 

筆
者
に
と
っ
て
、「
歴
史
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
以
下
の
点
に

つ
い
て
、
整
理
し
て
み
よ
う
。 

（１）
「
現
在
」
と
「
歴
史
」
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

（２）
「
過
去
」
の
小
説
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
び
た
い
と
考
え
て
い

る
か
。 

 

【
答
】 

 

（１）
自
分
が
生
き
て
い
る
「
現
在
」
が
、「
歴
史
」
を
形
成
し
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。 

（２）
過
去
の
作
品
と
自
分
が
友
達
の
よ
う
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に

他
人
が
行
っ
た
評
価
や
、
「
歴
史
」
と
い
う
序
列
づ
け
と
は
異
な
る
意
味

づ
け
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

▼
ポ
イ
ン
ト
▲ 

「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１
・
２
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に
対
す

る
筆
者
の
考
え
を
ま
と
め
て
、
全
体
の
論
理
構
造
を
復
習
す
る
。
（１）
に
つ
い

て
は
、
三
〇
一
・
２
に
「
歴
史
」
は
自
分
が
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

そ
れ
に
よ
り
「
ヘ
ン
テ
コ
な
も
の
を
作
り
出
せ
る
」（
三
〇
六
・
１
）
と
い
う

創
造
性
へ
の
言
及
が
あ
る
。
（２）
に
つ
い
て
は
、
「
よ
く
知
っ
て
い
る
友
達
」

（
三
〇
四
・
12
）
の
よ
う
な
関
係
と
し
て
、
過
去
の
「
評
判
」
に
と
ら
わ
れ

ず
に
（
三
〇
五
・
10
）
、
現
在
に
生
か
す
意
志
（
三
〇
五
・
10
～
14
）
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

言
葉
と
表
現
の
解
答
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
１ 

次
の
言
葉
の
意
味
・
用
法
を
辞
書
で
調
べ
て
み
よ
う
。 

 
（１）
う
る
さ
い
（
二
二
九
・
３
） 

 
（２）
さ
び
れ
る
（
三
〇
二
・
６
） 
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（３）
老
い
さ
ら
ば
え
る
（
三
〇
三
・
11
） 

 
【
答
】 

 

（１）
あ
る
物
事
に
精
通
し
て
い
て
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
に
な
る
。 

（２）
活
気
が
な
く
な
っ
て
寂
し
く
な
る
。 

（３）
歳
を
と
っ
て
み
す
ぼ
ら
し
く
な
る
。 

  

２ 

次
の
言
葉
の
意
味
・
用
法
を
辞
書
で
調
べ
、
そ
れ
を
使
っ
て
、
時
間
の

感
じ
方
に
関
わ
る
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。 

（１）
加
速
度
的
（
三
〇
二
・
３
） 

 
 

（２）
不
可
逆
的
（
三
〇
三
・
15
） 

 

【
答
】 

 

（１）
変
化
の
度
合
い
が
急
激
に
増
し
て
い
く
さ
ま
。 

例
：
一
年
の
長
さ
の
感
じ
方
は
、
年
齢
と
と
も
に
、
加
速
度
的
に
短
く
な
る

と
言
わ
れ
る
。 

（２）
再
び
元
の
状
態
に
は
戻
ら
な
い
さ
ま
。 

例
： 

歴
史
は
不
可
逆
的
と
す
る
考
え
方
と
繰
り
返
す
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。 

（
尾
形 
大
） 
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